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（株）野村総合研究所（以下、NRI）で

は、中国IT市場主要7分野（携帯電話端

末、携帯電話サービス、モバイルコンテ

ンツ、PC、サーバー、ストレージ、IT

サービス）の動向把握と日本市場との比

較を行い、その結果を2005年6月に発表

した。これによると、2010年までに携帯

電話端末、PC、サーバー、ストレージ、

携帯コンテンツ分野において中国市場が

数量規模に続いて金額規模でも日本市場

を上回る可能性が高いことがわかった。

中国におけるモバイルコンテンツ分野

の金額市場は拡大が続くと予測されてお

り、2010年には日本市場を超える可能性

が高いと考えられる。具体的には、日本

が 3,395 億円であるのに対し、中国は

3,766億円に達する見込みである。

主にインターネットの普及に支えられて

いるストレージ市場は2004年以降、若干

成長率は鈍化するものの、利用者ベース

は2010年で日本の4倍近くになることか

ら、需要も旺盛であると見込まれる。

一方、機器単価、利用者単価などに着

目すると、日本市場の単価水準は中国市
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中国モバイルコンテンツ分野市場は
2010年には日本市場を超え3,766億円に達する

場の約1.5～10倍であり、依然として市

場の価格水準では大きな差が残っている

ようだ。

情報システム開発（システムインテグ

レーションを含む）やソリューションと

いったITサービス分野では、顕在化し

た市場規模は日本の10分の1程度にとど

まっている。これは、SEなどの人件費の

水準が低いことや、情報システム分野が

企業内製主体のため、ITサービス市場

そのものが未成熟であることを反映して

いるとNRIでは見ている。

図1 中国と日本の携帯電話市場、モバイルコンテンツ市場の推移と予測（金額規模）
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出所●china mobile、china unicom、china telecom各社のannual report、iResearchより、NRI推計

注）市場規模は携帯電話キャリア、および携帯電話向けに着信メロディ、着うた、ゲームなどのコンテンツを提供するコンテンツプロバイダーの市場規模の和で試算。放送、GPS、

決済などの付加価値サービスは含まない。
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図2 中国と日本の携帯電話端末市場推移と予測（販売台数、金額規模）
携帯電話端末の分野では、中国市場が2001年に

台数で日本市場を超えて以降、金額でも追いつき

追い越しつつある状況が明らかになった。2010

年には、中国の金額規模が1兆9,380億円、日本

が1兆7,570億円に達すると予測されている。
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図3 中国と日本のPC市場規模推移と予測（販売台数、金額規模）
携帯電話端末の分野と同様に、PCの分野でも中

国市場が金額において日本を追い越しつつある。

2010年には、中国が2兆6,650億円、日本が

1兆5,030億円と予測されている。
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図4 中国と日本のIT支出構成の比較（2004年）
中国の情報システム支出の内訳を見ると、ハード

ウェアが60％近くを占めている。そして、ソフ

ト・サービス支出の比率が、日本と比較して低い

点が特徴的。ただし、内製分野を含めると、IT

サービスの潜在需要規模は日本の3分の1～4

分の1程度とも推測されており、今後の成長余地

は極めて大きいと考えられる。

出所●（株）野村総合研究所／中国 IT市場主要7

分野のベンチマーク結果より
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出所●中国：CCIDよりNRI推計。日本：JEITAよりNRI推計。

出所●中国：CCID、信息産業部などよりNRI推計。日本：NRI推計

注）中国市場はPHSを含む。日本市場はPHSを含まない。
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